
お話の学習指導案

教育目標

題名

年齢

主題

キーワード

韓国文化

韓国語

	㎝ ようじ（3~5さい)

	㎝ もくひょう：じぶんのたいせつさとこせいについて、かんがえて	
みる。

	㎝ しゅだい：じそんしん

	㎝ もぐら、いしぼとけ、けっこん

	㎝ もくひょう：いしぼとけについてきょうみをもつ。
	㎝ ようそ：いしぼとけ

	㎝ もくひょう：たのしくおはなしをきいて、とうじょうじんぶつのなまえをいう。
	㎝ たんご：두더지（もぐら）、해（たいよう）、	
바람（かぜ）、돌미륵（いしぼとけ）

	㎝ ひょうげん： 	
두더지 부부는 해님을 찾아갔어요. 	
(もぐらのふうふはおひさまをたずねていきました。）

	㎝ もぐらのしんろう



口演 活動内容

題名 を教える

お話の始まりの歌を歌う

おへそにお手てをあてて、こんにちは！
みなさん、こんにちは。わたしはみなさんにたのしいお話をる‘○○○’、
うつくしいお話のおばあちゃんです。

きょう、おばあちゃんがするおはなしは、タイトル、さっさとでてこい！
"もぐらのしんろう"です。
おばあちゃんがクイズをじゅんびしました。いっかい、あててみましょうか？わ

たしはどうぶつです。わたしはつちのなかにあなをほり、はいってくらします。く
ちがほそながくて、はがとがっています。わたしはだれでしょう？そうですね。も
ぐらです。もぐらはつちのなかでよこあなをつくってせいかつし、みみずやちい
さいむしをたべてくらします。きょうはもぐらのふうふがむすめのもぐらのしんろ
うをさがすおはなしです。どんなしんろうがくるのか、おはなしをきいてみましょ
うか。

"もぐらのしんろう"のおはなしのなかへ、しゅっぱつ！
♬ いち にい さん し！ お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～ 

ごあいさつ



口演 活動内容

お話を聞かせる

むかしむかし、とあるつちのなかに、もぐらのふうふがすんでいました。ある
ひ、もぐらのふうふはかわいいこどもをうみました。もぐらパパともぐらママ
は、とてもたいせつにむすめのもぐらをそだてました。じかんがすぎて、むす
めのもぐらはつちをよくほる、すてきなおじょうさんになりました。

あるひ、もぐらママがもぐらパパにいいました。
“あなた、わたしのむすめがけっこんするときがきたようです。”
“わたしのむすめはせかいでいちばんすてきだから、よわいもぐらとけっこん

できない。いちばんちからがつよい、しんろうをさがさなかればいけないな。
おひさまがせかいじゅうをあかあかとてらすから、いちばんちからがつよくな
いか？”
もぐらパパがいいました。もぐらママはうなずきました。

もぐらのふうふはそらのたいようをたずねていきました。
“せかいでいちばんちからがつよいおひさま！わたしのむすめとけっこんして

ください。”
もぐらパパがいいました。そしたらおひさまがくびをよこにふり、へんじをし

ました。

“わたしはせかいじゅうをてらして、すべてのものをそだてるでしょう。しか
し、くもがわたしをかくすと、ひかりをだすことはできません。だから、くもが
わたしよりちからがつよいでしょう。”
きいてみると、たいようのはなしがあっているようでした。もぐらのふうふは

まっすぐにくもをたずねていきました。



口演 活動内容

お話を聞かせる

“おひさまよりもっとちからがつよい、くもさま！わたしのむすめとけっこんし
てください。”
もぐらママがいいました。そしたらくもがくびをよこにふり、へんじをし 

ました。
“わたしはおひさまをかくして、せかいじゅうをくらくすることができます。し

かし、かぜがわたしをとばしてしまえば、たいようをかくせません。そのため、
かぜがわたしよりもっとちからがつよいでしょう。”
きいてみれば、くものはなしがあっているようでした。もぐらのふうふはまっ

すぐにかぜをたずねていきました。

“おひさまより、くもさまより、もっとちからがつよい、かぜさま！わたしのむす
めとけっこんしてください。”
もぐらママがいいました。そしたらかぜがくびをよこにふり、へんじをしました。
“わたしはせかいをくらくするくもをとばして、すべてのものをたおすことが

できます。しかし、そこののはらのちょうどまんなかにたっている、いしぼとけ
だけはぜったいにたおすことができません。そのため、いしぼとけはわたしよ
りもちからがつよいです。”
きいてみると、かぜのはなしがあっているようでした。もぐらのふうふはまっ

すぐにいしぼとけをたずねにいきました。

“せかいでいちばんちからがつよいおひさまより、くもさまより、かぜさまよ
り、もっとちからがつよいいしぼとけさま！わたしのむすめとけっこんしてくだ
さい。”



口演 活動内容

お話を聞かせる

もぐらパパがいいました。そしたら、いしぼとけはくびをいやいやとふり、い
いました。
“わたしはせんねんがすぎても、めげずにたっていることができます。しかし、

あしもとにくらすもぐらがつちをほったら、なすすべもなく、たおれてしまいま
す！だから、もぐらがせかいでいちばんちからがつよいでしょう。”
いしぼとけのことばをきいたもぐらパパは、とてもおどろきました。
“もぐらだと？わたしたちもぐらがおひさまより、くもさまより、かぜさまより、

いしぼとけさまより、もっとちからがつよいということですか？”
“そのとおりですね。”

いしぼとけのことばをきいたもぐらのふうふは、よろこんでいえにかえり 
ました。
“おまえ、わたしたちもぐらがせかいでいちばんちからがつよいということ

だ。すてきなわたしたちのむすめはちからのつよい、もぐらとけっこんしたら
いいなぁ。”
“パパ、わたしはいえのちかくにすむ、まだけっこんしていないもぐらとけっこ

んしたいです。”
むすめのもぐらはにっこりとわらい、へんじをしました。

ついにもぐらのふうふは、せかいでいちばんちからがつよい、しんろうをさが
しました。まさにけっこんしていないもぐらでした！もぐらのむすめは、けっこ
んしていないもぐらとけっこんし、しあわせにすえながくくらしました。



口演 活動内容

みなさん、おばあちゃんがしたおはなしをよくききましたか？
もぐらのふうふはちからがつよい、しんろうをさがしにいきました。だれに

あったか、いってみましょうか？そうですね。おひさまをさがしにいきまし
た。くももかぜも、いしぼとけもさがしにいきました。

みなさん、もぐらはいちばんちからがつよいのだと、だれがおしえてくれま
したか？
そうですね。いしぼとけです。みろくはほとけさまのなまえです。ひとのよ

うにみえます。むかしのひとびとは、みろくがおねがいをきいてくれるとか
んがえました。いしぼとけはまさにいしでつくられたほとけぞうです。いまも
にょっきりたつ、おおきないしぼとけをあちこちでみることができます。
いしぼとけにきょうみがあるおともだちは、‘どらんどらん　お話ホームペ

ージ’でくわしいないようをしらべてみてね！

韓国文化, 韓国語を紹介する



口演 活動内容

お話のあとのうたをうたう

ごあいさつ

みなさん、もうおしまいのじかんです。"もぐらのしんろう"のおはなし、たのし
かったですか？
もぐらのふうふはせかいでいちばんちからがつよい、とくべつなしんろうをさ

がしたかったのです。ついにさがしたしんろうは、けっこんしていないもぐらでし
た。ちいさいもぐらがとくべつでたいせつなように、わたしたちみんながたいせ
つで、とくべつです。みなさんもじぶんとしゅういのひとびとをたいせつにおも
って、いっしゅうかんをすごしてくださいね。きょういえにいって、かぞくたちをだ
いて、”だいすき！’といってくださいね。

そしたら、お話のおわりのうたをいっしょにうたいながら、おばあちゃんとあ
いさつします 。 お話のおわりのうた、はじまり！
♬ いち にい さん し！お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？ 
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～

おへそにお手てをあてて、ごあいさつ！
みなさん、つぎのうつくしいお話のおばあちゃんであいましょう。
さようなら！

お話を整理する 


